
要求内容

退職金2千万円に近づける

労災補償の改定

新規採用の継続

在宅勤務手当増

家族手当（配偶者・子供）増

退職金1千万円以上

再雇用者に家族手当支給

再雇用者の一時金支給ルール
改善

定年の65才へ延長

育児時短勤務の改善

その他

正社員増員（加工）

従業員教育の実施

職場要求

　支部名

三興製鋼

１ＳＢ

富田電機

神
奈
川
地
本
関
係

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2022年

９月２８日

710３号

川
崎
支
部
で
は
、
三
和
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
が
、
１
０
月
中

旬
に
秋
闘
要
求
を
提
出
す
る
予
定

で
す
。

今
年
の
秋
闘
で
は
、
部
材
や
電

気
・
光
熱
費
の
高
騰
や
部
品
の
調

達
難
が
中
小
・
中
堅
企
業
の
経
営

を
直
撃
し
て
お
り
、
年
末
一
時
金

闘
争
や
来
春
闘
を
に
ら
み
、
ど
ん

な
経
営
環
境
で
あ
っ
て
も
労
働
者
・

労
働
組
合
の
要
求
を
正
面
か
ら
受

け
止
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努

力
す
る
経
営
者
の
姿
勢
に
迫
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
経
営
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
中

小
企
業
支
援
の
緊
急
署
名
」
の
取

り
組
み
と
結
合
し
、
統
一
要
求
書

を
活
用
し
、
「
合
意
協
力
型
労
使

関
係
」
の
前
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

支
部
要
求
で
は
、
「
労
働
時
間

短
縮
」
が
４
１
支
部
分
会
、
定
年

延
長
・
継
続
雇
用
の
要
求
が
３
８

支
部
な
ど
、
積
極
的
な
要
求
が
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
時
間
短

縮
で
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ
支
部
が
２
２
春

闘
に
お
い
て
昼
休
み
の
延
長
に
よ

る
１
日
の
所
定
労
働
時
間
の
１
５

分
短
縮
（
７
時
間
４
５
分
か
ら
７

時
間
３
０
分
）
を
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
労
連
も
７
月
に
確
定
し

た
運
動
方
針
で
労
働
時
間
短
縮
を

重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
２

３
春
闘
で
は
全
労
連
の
統
一
要
求

に
労
働
時
間
短
縮
を
か
か
げ
る
方

向
で
議
論
が
始
ま
る
な
ど
、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
が
先
行
し
て
取
り
組
ん
だ

時
短
の
取
り
組
み
が
全
国
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
ま
す
。
２
２
秋
闘
で
は
、

こ
う
し
た
運
動
と
世
論
の
ひ
ろ
が

り
を
経
営
者
に
も
伝
え
、
所
定
労

働
時
間
の
短
縮
と
残
業
の
削
減
に

よ
る
１
日
の
労
働
時
間
の
短
縮
を

迫
り
ま
す
。記

・
浅
岡
正
夫

所
定
労
働
時
間
短
縮
と
残
業
削
減
を
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
す
る
ロ

シ
ア
が
核
兵
器
で
世
界
を
威
嚇

し
緊
張
が
高
ま
る
な
か
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
９
月
２
２
日
、

新
た
に
５
ヵ
国
が
署
名
し
、
２
ヵ

国
が
批
准
し
ま
し
た
。

新
た
に
署
名
し
た
の
は
バ
ル

バ
ト
ス
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ン
、

赤
道
ギ
ニ
ア
、
ハ
イ
チ
、
シ
エ

ラ
レ
オ
ネ
。
批
准
し
た
の
は
コ

ン
ゴ
（
旧
ザ
イ
ー
ル
）
、
ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
で
す
。
こ
れ
で
核

兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
て
か

ら
、
署
名
国
は
９
１
ヵ
国
、
批

准
国
は
６
８
ヵ
国
に
な
り
ま
し

た
。記

事
に
よ
れ
ば
、
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
ベ

ア
ト
リ
ス
・
フ
ィ
ン
事
務
局
長

は
、
今
回
の
署
名
・
批
准
は
核

兵
器
使
用
の
現
実
的
な
危
険
に

抗
し
て
行
わ
れ
た
と
強
調
し
て

「
核
兵
器
を
違
法
化
し
、
悪
の

烙
印
を
押
す
こ
と
が
い
ま
非
常

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
時
点

で
の
条
約
強
化
は
特
に
歓
迎
す

べ
き
こ
と
だ
」
と
表
明
し
ま
し

た
。記

事
で
知
っ
た
こ
と
で
す
が
、

１
９
４
５
年
に
米
国
が
広
島
と

長
崎
に
投
下
し
た
原
子
爆
弾
の

原
料
と
な
っ
た
ウ
ラ
ン
は
、
当

時
ベ
ル
ギ
ー
領
だ
っ
た
コ
ン
ゴ

に
あ
る
鉱
山
で
採
掘
さ
れ
た
と

あ
り
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
書

を
国
連
に
寄
託
し
た
コ
ン
ゴ
の

ジ
ョ
セ
・
ン
パ
ン
ダ
・
カ
バ
ン

グ
科
学
研
究
・
技
術
革
新
相
は

「
コ
ン
ゴ
は
世
界
全
体
で
ウ
ラ

ン
を
戦
争
で
な
く
平
和
目
的
で

使
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

平
和
な
世
界
で
生
き
る
こ
と
は

世
界
の
誰
も
が
共
有
し
て
い
る

願
い
だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

矢
部

記

新
聞
を
読
ん
で
感
動
。
歓
迎

９
月
２
８
日
（
火
）
１
８
時
３
０
分

か
ら
、
産
業
振
興
会
館
に
て
掲
題
の
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
月
３
０

日
に
開
催
す
る
「
川
崎
労
連
定
期
大
会
」

を
前
に
、
大
会
で
選
出
す
る
役
員
の
定

数
や
、
評
議
委
員
会
で
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
項
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
今
回
『
資
格
審
査
・
議
事
運
営

委
員
』
を
頼
ま
れ
、
大
会
が
成
立
し
た

か
を
報
告
す
る
役
割
を
行
い
ま
し
た
。

川
崎
労
連
で
は
、
こ
の
間
、
い
く
つ

も
の
争
議
を
抱
え
れ
て
お
り
、
不
当
に

扱
わ
れ
解
雇
や
嫌
が
ら
せ
と
闘
っ
て
い

る
人
へ
の
支
援
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
川
崎
支
部
が
登
戸
駅
や

久
地
駅
で
の
宣
伝
行
動
を
毎
月
行
っ
て

い
る
こ
と
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
川
崎
労
連
の
一
員
と
し
て
活
動

に
参
加
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

記
・
浅
岡

川
崎
労
連

第
２
回
評
議
委
員
会
に
参
加

川
崎
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
応
援
し

ま
す
」
を
見
て
く
だ

さ
い
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
、
派
遣
な
ど
の
非
正
規
で
働
く

女
性
を
集
中
的
に
襲
っ
た
解
雇
や
雇
い

止
め
。
シ
フ
ト
カ
ッ
ト
と
い
う
事
業
主

都
合
に
よ
る
休
業
。
行
政
に
よ
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い

る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、

中
高
年
単
身
女
性
へ
の
支
援
も
重
要
な

課
題
で
す
。

ど
ん
な
働
き
方
を
し
て
も

安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
た
め
に
は
何
が

必
要
か
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
る
ス
タ
ッ
フ

は
み
ん
な
女
性
で
す
。
専
門
の
相
談
員

が
い
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
す
る
だ
け
で

も
Ｏ
Ｋ
。
神
奈
川
・
横
浜
い
が
い
の
人

ひ
と
も
大
丈
夫
。
み
な
さ
ん
を
お
待
ま

ち
し
て
い
ま
す
。
「
生
活
の
不
安
」

「
仕
事
の
悩
み
」
「
家
庭
の
悩
み
、
体

の
悩
み
」

【
細
谷
静
雄

記
】
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な
ん
ぶ
せ
ん

統
一
教
会
は
選
挙
の
票
を
集
め
て
自
民
党
議
員
を

当
選
さ
せ
る
た
め
に
動
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
勝
共
連
合
が
選
挙
妨
害
の
ビ
ラ
の
配
布
。
信

者
に
高
額
の
お
布
施
を
出
さ
せ
る
。
信
者
の
家
族

を
苦
し
め
る
組
織
で
は
な
い
か
。
安
倍
さ
ん
は
、

そ
の
広
告
塔
で
は
な
か
っ
た
か
。
統
一
教
会
と
関

係
を
持
っ
て
当
選
に
有
利
に
働
い
た
の
で
は
な
い

か
。
▼
安
倍
元
首
相
の
国
葬
が
２
７
日
終
り
ま
し

た
。
凶
弾
に
よ
り
亡
く
な
り
ま
し
た
が
統
一
教
会

が
ら
み
で
事
件
が
起
き
た
。
時
間
が
過
ぎ
る
中
で

国
葬
反
対
と
い
う
声
が
６
０
％
を
超
え
ま
し
た
。

閣
議
決
定
と
い
う
事
で
国
葬
を
行
う
の
は
国
民
は

納
得
し
ま
せ
ん
。
▼
大
相
撲
秋
場
所
で
玉
鷲
が
３

７
歳
で
２
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。
相
撲
は
勝

ち
負
け
の
世
界
で
す
。
見
て
い
て
勝
負
が
は
っ
き

り
し
て
終
わ
っ
た
後
の
す
っ
き
り
感
が
あ
り
ま
す
。

野
球
界
で
は
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
の
活
躍
が

ニ
ュ
ー
ス
に
載
り
ま
す
。
大
谷
さ
ん
の
記
録
も
凄

い
で
す
。
見
る
だ
け
で
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。
人

間
性
も
良
く
て
野
球
フ
ァ
ン
や
世
界
の
人
々
か
ら

愛
さ
れ
て
国
民
か
ら
も
応
援
さ
れ
て
い
ま
す
▼
英

国
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
全
世
界
か
ら
愛
さ
れ
、

国
民
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
７
０
年
に
渡

り
職
務
を
全
う
し
た
方
で
す
。
▼
国
葬
を
行
う
に

は
、
国
民
の
殆
ど
の
方
が
賛
同
す
る
事
が
大
切
で

す
。
今
回
の
安
倍
元
首
相
の
国
葬
に
は
反
対
で
す
。

名
も
な
き
絵
か
き

神奈川の最低賃金「３１円」UP
１，０７１円（東京１，０７２円）（

１
０
月
１
日
か
ら
神
奈
川
で
は
最
低

賃
金
「
時
間
額
１
，
０
７
１
円
」
と
な

り
ま
す
。

日
本
で
は
、
中
央
最
賃
審
議
会
の
目

安
を
受
け
、
地
域
別
最
低
賃
金
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
中
央
最
賃
審
議

会
で
は
、
例
年
な
ら
「
目
安
」
を
決
定

す
る
４
回
目
の
小
委
員
会
で
も
結
論
を

持
ち
越
す
異
例
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

結
局
、
８
月
２
日
に
地
域
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン

ク
「
３
１
円
」
、
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン
ク
「
３

０
円
」
引
き
上
げ
の
目
安
を
答
申
さ
れ
。

神
奈
川
で
は
答
申
ど
お
り
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

神
奈
川
労
連
は
、
審
議
会
の
答
申

「
３
１
円
」
の
引
き
上
げ
で
は
低
す
ぎ

る
こ
と
を
不
服
と
し
て
、
最
低
賃
金
の

大
幅
な
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。
ま
た

県
内
労
働
者
と
家
族
の
生
計
費
の
水
準
、

全
国
一
律
制
度
を
含
め
た
地
方
間
の
最

低
賃
金
格
差
の
是
正
、
実
効
性
の
あ
る

中
小
企
業
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
論
議

を
尽
く
し
、
論
議
の
内
容
を
広
く
県
内

の
労
働
者
や
使
用
者
に
公
表

す
る
こ
と
な
ど
の
異
議
申
し

立
て
を
し
ま
し
た
が
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
神
奈

川
で
は
、
目
安
ど
お
り
の

「
３
１
円
」
引
き
上
げ
て

「
時
間
額
１
，
０
７
１
円
」

と
、
決
定
し
て
発
行
と
な
り

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の

改
定
状
況
を
見
れ
ば
、
１
，
０
０
０
円

を
超
え
た
の
は
、
東
京
の
１
，
０
７
２

円
、
神
奈
川
の
１
，
０
７
１
円
そ
し
て

大
阪
の
１
，
０
２
３
円
の
３
県
で
あ
り
、

高
知
・
沖
縄
な
ど
１
０
県
が
８
５
３
円

と
低
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
労
連
の
最
低
生
計
費
試
算
調
査
結

果
で
は
、
（
生
活
実
態
や
持
ち
物
の
数

量
な
ど
を
調
べ
、
生
活
に
必
要
な
費
用

を
積
み
上
げ
る
方
式
を
採
っ
て
い
ま
す
。
）

一
人
暮
ら
し
の
２
５
歳
の
若
者
は
水
戸
、

長
野
、
岡
山
、
那
覇
の
４
市
で
２
０
２

０
年
、
い
ず
れ
も
税
・
社
会
保
険
料
込

み
で
月
２
５
万
円
前
後
必
要
で
し
た
。

こ
れ
を
月
平
均
の
法
定
労
働
時
間
１
８

３
・
７
時
間
で
割
る
と
、
時
給
１
４
０

０
円
以
上
と
な
り
ま
す
。
お
盆
や
年
末

年
始
に
休
み
が
と
れ
る
こ
と
を
前
提
に

し
、
月
の
労
働
時
間
を
１
５
０
時
間
と

設
定
す
る
と
、
時
給
１
６
０
０
円
以
上

に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
各
地
域
で
の
調

査
で
も
同
じ
結
果
で
す
。
こ
の
試
算
を

受
け
て
、
全
労
連
は
時
間
額
１
５
０
０

円
以
上
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
物
価
高
騰
に
見
合
う
賃
金
、

地
域
間
格
差
を
是
正
す
る
為
に
も
全
国

一
律
賃
金
を
政
府
に
求
め
と
同
時
に
、

職
場
で
は
最
低
賃
金
で
働
か
さ
れ
て
い

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
益
々
必

要
で
す
。

《
矢
部
常
次
》
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経
営
者
は
「
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
と

労
働
生
産
性
の
低
下
や
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を

招
く
」
と
労
働
時
間
短
縮
に
反
対
し
ま
す
。

し
か
し
む
し
ろ
長
時
間
労
働
に
な
る
と
と

も
に

労
働
生
産
性
は
低
下
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
実
際
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
す
で
に

１
日
７
時
間
・
週
３
５
時
間
労
働
が
常
識

で
す
。
日
本
の
よ
う
な
残
業
も
あ
り
ま
せ

ん
。
有
給
休
暇
は
３
０
日
も
あ
り
、
毎
年
、

長
期
の
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
労
働
者
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
労
働
生
産

性
は
日
本
に
劣
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
企
業
は
Ｅ
Ｕ
に
た
く
さ
ん
の
工

場
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
工
場

で
は
Ｅ
Ｕ
の
労
働
法
制
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
経
営
者
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
労

働
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
労
働

時
間
短
縮
を
す
す
め
る
こ
と
は
十
分
に
可

能
で
す
。

実
際
、
日
本
の
経
営
者
は
「
業
務
増
に

は
労
働
者
の
残
業
で
」
と
安
易
に
考
え
、

作
業
効
率
化
の
努
力
を
疎
か
に
し
が
ち
で

す
。
労
働
時
間
短
縮
は
こ
う
し
た
経
営
者

の
考
え
を
変
え
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

１
９
４
７
年
労
働
基
準
法
が
施
行
さ
れ
、

労
働
時
間
の
最
低
基
準
と
し
て
「
１
日
８

時
間
労
働
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
す
で
に
１
日
７
時
間
労
働
（
拘

束
８
時
間
）
の
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
支
部
で
も
６

０
～
７
０
年
代
、
積
極
的
な
時
短
闘
争
が

展
開
さ
れ
、
１
日
７
時
間
の
所
定
労
働
時

間
を
実
現
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
労
働
時
間
に
大

き
な
差
が
生
ま
れ
た
の
は
７
０
年
代
後
半

に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
当
時
、
世
界
の
労

働
組
合
は
週
休
２
日
制
を
め
ざ
す
闘
い
を

す
す
め
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
も
１
日
の

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
と
あ
わ
せ
て
土
曜

日
休
日
化
の
要
求
が
か
か
げ
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
７
０
年
代
に
入
る
と
、
週
休

２
日
制
と
引
き
換
え
に
１
日
の
労
働
時
間

延
長
の
会
社
提
案
を
受
入
れ
る
動
き
が
強

ま
り
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
す
で
に
６
７
年
に
週
４
０
時

間
制
を
実
現
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
金
属
労

働
者
は
、
「
週
３
５
時
間
」
の
要
求
を
か

か
げ
、
全
国
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
本

格
的
な
時
短
闘
争
を
開
始
し
ま
す
。
そ
し

て
１
９
９
５
年
、
つ
い
に
週
３
５
時
間

（
１
日
７
時
間
）
を
実
現
し
ま
す
。

こ
う
し
た
歴
史
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

日
本
で
も
労
働
時
間
短
縮
を
あ
き
ら
め
る

こ
と
は
な
い
。
日
本
で
も
か
つ
て
は
１
日

７
時
間
労
働
が
あ
っ
た
し
、
労
働
組
合
が

統
一
闘
争
を
強
化
し
、
全
国
的
な
闘
い
を

展
開
す
れ
ば
労
働
時
間
短
縮
を
す
す
め
る

こ
と
は
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。



９
月
１
７
日
１
４
時
１
５

分
～
１
６
時
３
０
分
エ
ポ
ッ

ク
中
原
に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
か
わ
さ

き
（
以
後
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
と
す
る
）
の
結
成
５
周
年

記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

兵
頭
代
表
（
専
修
大
学
教

授
）
の
挨
拶
の
あ
と
、

金
美

珍
（
キ
ム
ミ
ジ
ン
）
（
大
東

文
化
大
学
准
教
授
）
先
生
の

記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
運
動
と
労

働
組
合
の
共
同
で
未
来
を
拓

く
」
＝
韓
国
の
経
験
と
日
本

へ
の
示
唆
＝
と
い
う
内
容
で
、

韓
国
で
の
労
働
組
合
作
り
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
縫

製
人
共
済
会
や
ラ
イ
ダ
ー
ユ

ニ
オ
ン
な
ど
の
１
０
人
未
満

の
零
細
事
業
所
（
経
営
者
も

含
む
）
や
個
人
請
負
（
？
）

な
ど
を
、
助
け
合
い
（
少
額

貸
付
・
慶
弔
金
・
自
車
保
険

な
ど
）
の
共
済
会
か
ら
組
合

を
組
織
し
て
い
く
よ
う
な
内

容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
小
生
に
は
少
々
わ
か
り
に

く
く
理
解
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
。
建
設
の
組

合
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
？
）

今
回
は
金
先
生
が
講
演
の

寸
前
で
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
症

状
（
コ
ロ
ナ
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
）
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
急
遽
リ
モ
ー
ト

で
の
講
演
に
な
り
ま
し
た
が
、

リ
モ
ー
ト
で
の
授
業
に
慣
れ

て
い
る
専
修
大
の
先
生
や
若

い
弁
護
士
さ
ん
た
ち
の
力
で
、

問
題
な
く
講
演
が
行
え
ま
し

た
。
さ
す
が
で
す
。

講
演
の
後
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
の
結
成
前
後
の
活
動

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
に
は
３

つ
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

①
「
総
合
相
談
」
主
に
街
頭

（
駅
）
で
の
テ
ン
ト
を
張
っ

て
の
労
働
相
談
に
つ
い
て
、

山
口
弁
護
士
か
ら
、
②
「
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
カ
フ
ェ
・
労
働
法

講
座
」
労
働
法
の
講
座
や
パ
ー

テ
ィ
ー
形
式
で
の
勉
強
会
、

専
修
大
学
で
の
寄
付
講
座
に

つ
い
て
林
弁
護
士
か
ら
、
③

「
政
策
提
言
」
大
学
の
ゼ
ミ

や
市
民
団
体
と
共
同
し
て
保

育
士
さ
ん
た
ち
の
労
働
状
況

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
そ
れ

に
基
づ
く
行
政
へ
の
政
策
提

言
活
動
に
つ
い
て
川
岸
弁
護

士
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

出
席
団
体
の
、
川
崎
労
連
・

か
な
が
わ
労
働
セ
ン
タ
ー
・

川
崎
の
男
女
共
同
社
会
を
す

す
め
る
会
か
ら
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

参
加
者
２
４
名
プ
ラ
ス
リ

モ
ー
ト
参
加
者
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
が
病
院

か
ら
参
加
）
。
支
部
か
ら
は

４
名
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
時
間
が
限
ら
れ
て
い

た
た
め
、
金
先
生
の
講
演
や

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
の
報
告

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
あ

ま
り
で
き
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
し
た
。
ま
た
、
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
川
崎
の
男
女

共
同
社
会
を
す
す
め
る
会
の

藤
井
さ
ん
の
挨
拶
で
２
４
名

の
参
加
者
の
中
に
女
性
が
２

名
し
か
い
な
い
と
の
指
摘
で

し
た
。

９
月
１
６
日

溝
の
口
デ
ッ

キ

１
９
時
～
２
１
時

弁
護
士
３
名

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

川
崎
支
部
４
名

建
設
組
合

１
名

医
療
関
係
２
名

今
後
医
療
相
談
も
一
緒
に

実
施
を
検
討
の
方
向
か
ら
、

２
名
の
医
療
関
係
者
参
加
。

新
し
い
チ
ラ
シ
（
英
語
版
／

日
本
語
版
）
を
配
布
。
男
性

よ
り
若
い
女
性
の
受
け
取
り

が
良
か
っ
た
の
初
め
て
で
し

た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と

に
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

次
回

１
０
月
２
１
日

川
崎
駅

１
９
時
～
２
１
時

９
月
２
４
日
登
戸
駅

１

０
時
～
１
１
時

実
施

参
加
者
は
、
支
部
５
名
・
地

本
２
名
。

支
部
パ
ン
フ
「
希
望
を
も
っ

て
働
き
続
け
る
た
め
に
」
と
、

支
部
・
地
本
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
あ

る
と
や
は
り
受
け
取
り
が
良

い
で
す
。

次
回
１
０
月
２
６
日
（
水
）

久
地
駅

１
７
時
３
０
分

～
１
８
時
３
０
分

【
細
谷
静
雄

記
】

（５） 7103号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
か
わ
さ
き

５
周
年
記
念
行
事

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
か
わ
さ
き

街
頭
労
働
相
談

川
崎
支
部

未
組
織
宣
伝
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ヨコのカギ
１ 秋の食材でアカマツに生える。
２ 魔性をもつもの。妖怪。
７ 佐賀県西部の市。焼き物が有名。
８ 〇〇〇〇伐採。自然が壊される。
９ ハト科の鳥。(雉鳩)
11 喜ばしい知らせ。
12 晴れたよい天気。（日和）
14 文章を直したり書き加える。
15 鎌倉にある寺。
16 果実で種子を包む部分。
18 イソップ物語。「ウサギと〇〇」。
20 船舶や航路標識の為の浮標。
21 オランダの首都。〇〇〇〇〇ダム。

タテのカギ
１ マイクロ波を言う。
２ 夫に対する〇〇。
３ 自分でなく他人に期待する事。
４ オナガザル科の哺乳類。
５ 歌手で〇〇進一。襟裳岬を歌う。
６ 人生焦らずに〇〇〇〇と過ごしたい。
８ サッカー場は人工〇〇もある。
10 恵みの雨。
13 伊勢湾に臨する〇〇〇市。
14 寒くて手足が上手く動かない。
17 積極的に関わらないで傍観する。
19 オスに対する対語。

応募方法
回答はハガキ・FAX・メモ。回答図は要りません。当選者

は５名まで。①～⑧までの字を下の表に入れて言葉を作っ

て下さい。賞品は500円相当の図書カード・クオカード・

ビール券を差し上げます。

今後の日程
１０月０１日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

０２日（日）日本シャッター定期大会（支部事務所）１５：００～

０５日（水）秋闘回答指定日 ／ 第３回書記局会議（支部事務所）９:３０～

０８日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１１日（火）川崎労連幹事会（ミューザ川崎）１８：３０～

１２日（水）第３回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

第５回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１３日（木）ワーカーズネット運営委員会(ZOOM)１８：３０～

１５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１９日（水）総がかり行動（衆議院第2議員会館前）１８：３０～

２１日（金）ワーカーズネット街頭相談（川崎駅）１９：００～

２２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２６日（水）年末一時金統一要求日 ／ 第３回未組織宣伝（久地駅）１７：３０～１８：３０

第６回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

２９日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

３０日（日）川崎労連定期大会（教育文化会館）１３：３０～

１１月０２日（水）第4回書記局会議（支部事務所）１９：００～

０５日（土）労応相談（支部事務所）１３：００～

０８日（火）未組織の組織化と地域支部活動の全国交流会（オンライン）１３：３０～

川崎労連幹事会（ミューザ川崎）１８：３０～

０９日（水）第4回支部報編集会議（支部事務所）１８：００～

第７回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

クロスワード７１０３号


